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船
橋
市
時
活
村
サ
ロ
ン

「
お
や
じ
の
料
理
」
に
参
加
し

て
き
た
。
船
橋
市
中
央
公
民

館
調
理
室
で
月
１
回
開
催
、

今
回
の
参
加
者
は
19
名
、
１

班
４
名
編
成
で
会
費
は
１
５

０
０
円
だ
。
最
初
に
材
料
と

作
り
方
を
記
述
し
た
「
４
月

の
お
や
じ
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
」

が
配
ら
れ
た
。

　

今
月
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ご

ぼ
う
と
豚
肉
の
生
姜
煮
」「
野

菜
の
焼
き
び
た
し
」「
鶏
肉

と
筍
の
治
部
煮
」「
ほ
た
て
と

ス
ナ
ッ
ク
え
ん
ど
う
の
す
ま

し
汁
」。
材
料
の
野
菜
は
11

種
類
、
そ
れ
に
魚
介
、
鶏
豚

肉
と
各
種
調
味
料
で
焼
く
、

煮
る
、
茹
で
る
、
炒
め
る
料

理
で
あ
り
、
食
材
や
調
理
方

法
と
も
、
か
な
り
お
や
じ
連

に
は
て
こ
ず
り
そ
う
な
予
感

が
す
る
。
外
部
講
師
を
招
い

て
の
教
室
で
は
な
く
、
村
民

が
メ
ニ
ュ
ー
を
事
前
に
試
作

し
て
レ
シ
ピ
を
作
り
、
村
民

同
士
が
教
え
合
う
や
り
方
だ
。

　

ま
た
、
一
般
の
料
理
教
室

の
よ
う
に
調
理
室
か
ら
始
ま

ら
な
い
。
ま
ず
、
財
布
と
買

い
物
リ
ス
ト
と
ス
ケ
ー
ル
を

持
っ
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
食
材
を
買
出
し
に
行
く
の

だ
。
レ
シ
ピ
に
は
長
芋
２
０

０
㌘
、
水
煮
筍
１
０
０
㌘
な

ど
と
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ス
ケ
ー
ル
で
分
量

に
ほ
ぼ
近
い
量
に
な
る
よ
う

に
量
り
な
が
ら
か
ご
に
入
れ

て
い
く
。

　

参
加
者
の
中
に
は
料
理
に

馴
れ
た
人
も
い
て
、
各
班
で

そ
の
先
輩
が
口
は
出
す
が
手

は
出
さ
ず
に
進
め
て
い
く
。

し
か
し
、
大
半
の
人
は
筆
者

と
同
じ
で
得
意
料
理
が
「
袋

麺
と
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
」
で
、

家
で
は
厨
房
に
入
ら
ず
、
こ

こ
で
し
か
料
理
を
楽
し
ま
な

い
と
い
う
の
だ
か
ら
ま
ず
は

安
心
だ
。

　

生
姜
や
ご
ぼ
う
の
皮
剥
き

を
み
て
い
る
と
背
中
を
丸
め

か
な
り
緊
張
し
た
様
子
の
人

た
ち
が
目
立
つ
。
中
に
は
食

器
や
食
材
の
洗
い
と
後
片
付

け
に
特
化
し
て
懸
命
に
動
く

人
も
い
る
。
進
行
が
遅
れ
て

い
る
班
が
あ
れ
ば
、
隣
の
班

の
助
け
も
あ
り
、会
場
は
始
終
、

和
気
あ
い
あ
い
の
和
や
か
な

ム
ー
ド
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

苦
労
の
末
、
午
後
１
時
前

に
調
理
が
終
わ
り
そ
の
後
料

理
を
囲
ん
で
皆
で
食
べ
語
る

こ
と
が
も
う
一
つ
の
楽
し
み
だ
。

世
間
の
こ
と
や
故
郷
の
思
い

出
な
ど
２
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
ゆ
く
。

　

世
の
中
に
は
「
男
の
料
理
」

と
銘
打
っ
た
教
室
が
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
技
術
を
習
得
し

て
家
族
に
食
べ
さ
せ
て
み
た
い
、

な
ど
と
い
う
勉
強
感
覚
が
ど

こ
か
に
あ
る
。
そ
う
い
う
「
勉

強
し
て
も
と
を
と
る
、
や
ら

さ
れ
て
い
る
」
感
覚
で
は
な
く
、

こ
こ
で
は
料
理
を
皆
で
作
っ
て

楽
し
む
と
い
う
、
そ
の
時
を

大
切
に
し
て
い
る
人
た
ち
が

多
い
よ
う
に
感
じ
た
。
ま
さ

に
時
活
村
の
主
旨
で
あ
る「
頑

張
ら
な
い
で
は
ず
ん
で
生
き

て
ゆ
け
る
か
」
を
実
践
す
る

活
き
活
き
と
し
た
卒
サ
ラ
サ

ロ
ン
で
あ
っ
た
。（
山
田
一
夫
）

　

定
年
後
の
「
男
の
居
場
所
」

提
供
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
船
橋
市
時
活
村
』
で
は
今

月
25
日
、
同
市
中
央
公
民
館

で
今
年
定
年
を
迎
え
た
人
や
、

す
で
に
定
年
し
た
一
般
の
人

た
ち
を
迎
え
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
。
同
会
は
創
立

20
周
年
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
毎

年
５
月
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

同
会
で
は
定
年
に
な
る
ま

で
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い

体
験
の
少
な
い
市
民
に
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
や
地

域
の
仲
間
と
の
活
動
の
中
で

「
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

広
く
市
民
に
参
加
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　

基
調
講
演
は
「
自
分
流
に

楽
し
も
う
10
万
時
間
」
と
題

し
て
杉
本
晴
夫
村
長
が
講
演
。

60
歳
を
迎
え
た
人
を
人
生
の

達
人
と
し
て
祝
福
す
る
「
達

人
式
」
と
、「
ど
う
す
る
！

あ
な
た
の
10
万
時
間
」
を
テ

ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
。
10
万
時
間
と
は 

、
生
活

必
要
時
間
な
ど
を
除
く
自
遊

時
間
14
時
間×

３
６
５
日×

20
年（
60
歳
〜
80
歳
）を
い
う
。

　

村
民
と
呼
ば
れ
る
会
員
は

現
在
３
１
５
名
（
男
２
７
３

名 

女
42
名
）
で
、
船
橋
市
に

隣
接
す
る
市
町
在
住
者
だ
け

で
な
く
浦
安
や
松
戸
、
富
里
、

遠
く
東
京
な
ど
多
く
の
地
域

か
ら
参
加
者
が
い
る
。

　

花
見
や
い
も
煮
会
な
ど
、

村
全
体
の
行
事
の
ほ
か
に
、

ほ
ぼ
毎
日
開
催
さ
れ
て
い
る

自
由
参
加
の
「
一
活
行
事
」

と
呼
ば
れ
る
活
動
は
農
園
や

料
理
、囲
碁
、カ
メ
ラ
、ダ
ー
ツ
、

散
歩
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、

水
泳
、
俳
句
な
ど
30
ほ
ど
。

　

参
加
費
は
３
０
０
円
＋
実

費
で
ほ
と
ん
ど
が
コ
ー
ヒ
ー

代
程
度
。
昨
年
度
の
の
べ
参

加
者
は
９
４
６
７
人
と
驚
く

ほ
ど
の
人
数
だ
。
定
年
後
の

生
き
方
や
職
場
と
は
違
う
人

間
関
係
を
模
索
中
の
人
は
参

加
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

▽
船
橋
市
習
志
野
台
１―

11

―

１
八
田
ビ
ル
２
階
。☎
０

４
７
〜
４
０
２
〜
２
４
１
４

（
月
曜
〜
金
曜
10
時
〜
16
時
）。

第19回「卒サラを考える  はずんだフォーラム」 （予約不要・自由参加）

卒サラヒューマンネットワーク　ＮＰＯ法人  船橋市時活村（じかつむら）卒サラヒューマンネットワーク　ＮＰＯ法人  船橋市時活村（じかつむら）
船橋市中央公民館　５月25日（日）13時30分～16時30分
どうする！ あなたの１０万時間どうする！ あなたの１０万時間どうする！ あなたの１０万時間「おやじの料理」リポート体験取材「おやじの料理」リポート「おやじの料理」リポート
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地
域
落
語
会
が
電
子
書
籍
を
出
版

　

市
川
市
若
宮
三
丁
目
に
４

月
１
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
若
宮
教
室
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
放
課
後
小

学
生
を
預
か
る
民
間
の
学
童

と
し
て
、
船
橋
市
本
中
山
に

　

船
橋
港
の
中
に
昨
年
８
月

オ
ー
プ
ン
し
た
船
橋
漁
協
直

営
の
「
三
番
瀬
み
な
と
や
」。

船
橋
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

介
類
を
市
場
に
出
す
前
に
そ

の
ま
ま
直
売
す
る
店
と
し
て

人
気
だ
。
そ
の
日
の
う
ち
に

売
り
切
れ
る
量
の
み
を
店
頭

に
並
べ
る
。
セ
イ
ゴ
や
マ
コ
ガ

レ
イ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
コ
ノ
シ
ロ

(

コ
ハ
ダ)

、
イ
シ
モ
チ
な
ど

鮮
魚
の
ほ
か
、
新
た
な
船
橋

の
特
産
と
し
て
注
目
の
ホ
ン

ビ
ノ
ス
貝
や
三
番
瀬
の
海
苔

な
ど
が
常
時
揃
う
。

　

鮮
魚
は
ほ
と
ん
ど
が
１
㌘

１
円
か
ら
と
格
安
。
ホ
ン
ビ

ノ
ス
貝
は
７
０
０
㌘
５
０
０

中
山
教
室
を
開
設
以
来
10
年
、

益
々
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
る
中
で
の
開
設
だ
。

　

若
宮
教
室
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
は
、
中
山
教
室
同
様

ス
タ
ッ
フ
が
車
で
小
学
校
ま
で

児
童
を
迎
え

に
行
き
、
帰

り
は
各
家
庭

の
要
望
に
あ

わ
せ
た
時
間

帯
に
自
宅
ま

で
送
り
届
け

る
こ
と
。
私

立
校
に
通
う

子
ど
も
の
家

庭
も
利
用
で

き
る
。
二
つ
目
は
保
育
時
間

の
長
さ
で
あ
る
。
市
川
市
内

の
公
立
小
学
校
に
併
設
さ
れ

て
い
る
学
童
（
放
課
後
保
育

ク
ラ
ブ
）
が
18
時
半
ま
た
は
、

19
時
ま
で
の
預
か
り
な
の
に

対
し
て
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
通
常
20
時
30
分
迄
と

な
っ
て
い
る
。
急
な
残
業
な

ど
は
相
談
に
よ
り
、
22
時
ま

で
の
対
応
が
可
能
だ
。
三
つ

目
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

教
室
内
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
塾
講
師
や
教
員
免
許
所

有
者
に
よ
る
学
習
指
導
と
外

国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
、

ス
タ
ジ
オ
体
操
が
保
育
料
に

含
ま
れ
て
い
る
他
、
オ
プ
シ
ョ

円
（
税
別
）。
特
に
ホ
ン
ビ

ノ
ス
貝
は
98
年
頃
か
ら
日
本

に
入
っ
て
き
た
北
米
原
産
の

貝
で
、
２
０
１
３
年
９
月
に

漁
業
権
が
つ
い
て
か
ら
船
橋

港
が
漁
獲
高
全
国
一
位
を
誇

り
、
店
で
も
酒
蒸
し
や
味
噌

汁
な
ど
の
食
べ
方
を
教
え
る

な
ど
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い

る
。「
砂
抜
き
が
い
ら
ず
日

持
ち
す
る
。
ハ
マ
グ
リ
の
よ

う
な
サ
イ
ズ
で
食
べ
応
え
は

抜
群
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
大
野

富
貴
子
さ
ん
は
話
す
。

　

店
長
の
吉
種
美
奈
子
さ
ん

は
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

旬
の
も
の
を
紹
介
し
て
季
節

を
感
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
店
を
目
指
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

５
月
10
日
に
行
わ
れ
る
新

京
成
沿
線
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

の
催
し
に
合
わ
せ
、
当
日
は

店
頭
で
ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝
の
フ

ラ
イ
を
販
売
す
る
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
ア
サ
リ
が
旬
を

迎
え
、
特
産
の
ス
ズ
キ
も
旨

み
が
増
す
。
お
散
歩
が
て
ら

寄
っ
て
み
て
は
。
し
け
で
漁

に
出
ら
れ
な
い
日
も
あ
る
の

で
入
荷
状
況
は
電
話
で
確
認

　

八
千
代
市
大
和
田
の
「
天

ぷ
ら
丸
花
」
で
２
０
０
１
年

か
ら
毎
月
第
３
日
曜
に
開
催

さ
れ
て
い
る
地
域
寄
席
、
大

和
田
落
語
会
「
丸
花
亭
」
は

古
典
落
語
を
中
心
に
、
若
手

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
真
打
ち
ま
で

が
流
派
を
問
わ
ず
に
登
壇
し
、

地
域
や
落
語
愛
好
家
の
憩
い

の
場
だ
。
今
月
18
日
に
は
１

４
８
回
を
迎
え
、
桂
小
文
治
、

桂
文
治
が
口
演
す
る
。

　

そ
ん
な
大
和
田
落
語
会
に

発
会
当
初
よ
り
足
を
運
ん
で

い
た
八
千
代
市
在
住
の
故
鈴

木
和
雄
さ
ん
が
、
生
前
に
書

き
遺
し
た
落
語
に
関
す
る
エ

ッ
セ
イ
で
、
同
会
の
サ
イ
ト

「
会
員
の
広
場
」
に
掲
載
さ

れ
た
98
編
を
同
落
語
会
ス
タ

ッ
フ
が
編
集
、「
私
の
落
語
の

愉
し
み
方
」
電
子
書
籍
版
と

し
て
、
ア
マ
ゾ
ンKindle

で

販
売
を
始
め
た
。

　

著
者
の
鈴
木
さ
ん
が
エ
ッ

セ
イ
を
書
き
始
め
た
の
は
70

歳
過
ぎ
で
、
78
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
会
報
誌
に
寄
稿
。
大

好
き
だ
っ
た
落
語
を
そ
の
時

代
背
景
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
紹

介
し
て
い
る
。

　

昭
和
７
年
生
ま
れ
で
小
学

生
の
頃
に
父
親
に
連
れ
ら
れ

て
寄
席
に
行
き
、
そ
の
面
白

さ
に
目
覚
め
た
。
以
来
、
寄

席
に
足
を
運
ぶ
一
方
で
ラ
ジ

市川市

八千代市

船橋市

大
ぶ
り
な
ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝
を
持
つ
大
野
さ
ん

ふれあいプレゼント
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キリン株式会社　キリンビバレッジお客様相談室
（フリーダイヤル）０１２０－５９－５９５５
キリンビバレッジホームページアドレス
http://www.beverage.co.jp

株式会社バスクリン
商品に関するお問い合わせ ☎ ０１２０－９９－４１２６

プレミアムビューティウォッシュホワイト 120g 
通常価格： 3,240 円(税込)　医薬部外品

エイジングケア※１のために、まるで美容液の泡。

年齢肌※２のことを考え、私たちがたどり着いた、

クリームタイプの薬用洗顔石鹸。『美漢精』シリー

ズ共通の和漢美容成分※３を贅沢に配合していま

す。モチモチの豊かな泡で肌を包みこみ、不要な

ものをしっかりと落としながらも、しっとりした洗

い上がりです。

※１ 年齢に対応したお手入れ
※２ 年齢を重ねた肌のこと
※３ 保湿成分

沖縄海塩とライチの組み合わせで、おいしく水分補給してほしい！

ヒントは、タイのお母さんが作るデザート“ローイゲーオ”

果実の甘さとコクを引き出す新たな“ひと手間”でさらにおいしく進化

「キリン 世界のKitchenから ソルティライチ」リニューアル発売

3名様3名様
24本ケース入り

「キリン 世界のKitchenから
　　　　　 ソルティライチ」

希望商品名を書いて、〒 住所・氏名・電話番号を明記して申し込
む（５月15日〆切）
 ①ＦＡＸ＝０４～７１３９～１７１１「ふれあい毎日編集部」 

②Ｗｅb・メール＝「ふれあい毎日」ホームページ http://bunya.ne.jp/fureai/ 「今月のプレゼント」 
③ハガキ＝〒２７７－０８５２　柏市旭町３－３－１１ 小峰ビル２０２
東葛毎日新聞社　ふれあい毎日編集部　ふれあい毎日プレゼント係宛
●ＦＡＸの場合、非通知の電話はお受け出来ません。必ず番号通知設定後、送信をお
願いします。当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

ＦＡＸ・メール・〒
応募方法

２０１４年 ３月１１日リニューアル発売！

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

大念寺 船橋市馬込町1120
電話047(439)6547会場

念
々
寄
席
第
276
回

５
月
22
日
　

木
　

午
後
６
時
よ
り
８
時
頃

今月の出演

木
戸
銭

３
０
０
円

古
今
亭 

菊
之
丞

古
今
亭 

志
ん
好

寿
・
真
打
昇
進　

志
ん
公　

改
め

６月  １日（日）
=毎月第一日曜日＝

写経会 第313回 法話会第164回

（　）

午前9時～10時

大念寺の月例催し大念寺の月例催し

午前10時１５分～
　　　１1時30分

会費５００円

会費無料

心を込めて「般若心経」を毛
筆で写経。最初から上手な人
はいません。積み重ね、続ける
ことが大切。用具不要、納経致
します。お気軽にどうぞ

住職を囲んで法
話と仏事の相談

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

を
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
入

荷
し
た
品
を
見
る
事
が
で
き

る
。

https://www.facebook.
com/funabashigyokyou

▼
営
業
時
間
10
時
〜
15
時
。

火
・
水
曜
日
定
休
。☎
０
４

７
〜
４
３
４
〜
０
６
６
８

オ
や
テ
ー
プ
、Ｃ
Ｄ
な
ど
で
長

年
に
わ
た
り
落
語
に
親
し
ん

で
き
た
。「
年
季
の
入
り
方

が
違
う
だ
け
に
落
語
に
対
す

る
愛
情
や
思
い
は
人
一
倍
強

い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
、
事

務
局
の
浦
野
義
朗
さ
ん
。

　

昭
和
初
期
か
ら
平
成
に
至

る
長
き
に
わ
た
り
、
落
語
を

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
鈴
木

さ
ん
の
落
語
へ
の
造
詣
の
深

さ
は
現
役
落
語
家
か
ら
も
称

賛
さ
れ
た
ほ
ど
。「
鈴
木
さ

ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
落
語
を
愛

す
る
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

た
ち
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
今
回
の
出
版
に

至
っ
た
」
と
浦
野
さ
ん
。

　

ア
マ
ゾ
ン
の
サ
イ
ト
か
ら

「
大
和
田
落
語
会
」
で
検
索
、

購
入
で
き
る
。
価
格
3
0
4

円
。
無
料
サ
ン
プ
ル
版
あ
り
。

http://www.oowada-
rakugo.com/index.html

ン
と
し
て
バ
レ
エ
、
書
道
、

テ
コ
ン
ド
ー
等
の
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

子
ど
も
た
ち
は
居
な
が
ら
に

し
て
様
々
な
活
動
を
体
験
で

き
る
仕
組
み
だ
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

昨
今
、
国
で
は
女
性
の
活
躍

が
成
長
戦
略
の
中
核
と
位
置

付
け
ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

総
務
省
の
２
０
１
２
年
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
非
労
働
力
人

口
の
女
性
の
う
ち
３
０
３
万

人
が
就
労
を
希
望
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
半
分
以
上
に
当

た
る
１
６
１
万
人
は
25
歳
か

ら
44
歳
と
い
う
子
育
て
期
の

女
性
だ
。
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
に
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
預
け
ら
れ
る
場
所
が
欠

か
せ
な
い
。

　

ド
ア
ツ―

ド
ア
の
送
迎
、

学
習
指
導
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
付
き
の
新
し
い
放
課
後
の

居
場
所
が
、
働
く
親
に
と
っ

て
も
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

心
強
い
存
在
に
な
っ
て
い
く
こ

と
に
期
待
し
た
い
。
現
在
新

規
入
会
を
受
け
付
け
中
。
利

用
は
平
日
の
み
週
１
回
か
ら
。

保
育
料
、
お
や
つ
代
込
み
１

万
８
０
０
０
円
か
ら
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
４
７
〜

７
０
２
〜
８
８
１
５
（
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
石
崎
さ
ん
、

桑
野
さ
ん
）

希望者には書道の指導もある

　

大
震
災
被
災
者
支
援
の
田

植
え
祭
り
開
催
。
参
加
費
は

経
費
を
差
し
引
き
被
災
地
へ
。

さ
な
ぶ
り
は
無
農
薬
米
に
よ

る
い
ん
ば
学
舎
オ
ソ
ロ
ク
倶
楽

部
の
ご
馳
走
。５
月
17
日（
土
）

10
時
〜
。
北
総
線
印
旛
日
本

医
大
駅
前
集
合
。会
場
は
ア

カ
ガ
エ
ル
の
里
。
参
加
費
５

０
０
円
。
定
員
、
先
着
20
名
。

申
し
込
み
☎
０
９
０
〜
２
３

３
１
〜
５
１
０
４
。（
い
に
は

野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守
る
会
）

大和田落語会の面々

新発売
『美漢精(びかんせい)』

5名様5名様
通販限定で販売中　http://shop.bathclin.jp/

船橋港のとれ立て新鮮魚介を直売
船橋市漁業協同組合直営

三番瀬みなとや

船橋港のとれ立て新鮮魚介を直売船橋港のとれ立て新鮮魚介を直売

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

送
迎
・
学
習
指
導
付
き
の

　
　
　
　
　
　
　学
童
保
育
オ
ー
プ
ン

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
が
運
営

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

送
迎
・
学
習
指
導
付
き
の

　
　
　
　
　
　
　学
童
保
育
オ
ー
プ
ン

故
鈴
木
和
雄
著

大
和
田
落
語
会

「
私
の
落
語
の
愉
し
み
方
」

落
語
の
面
白
さ
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集

「
私
の
落
語
の
愉
し
み
方
」

全国初全国初全国初

花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て
！

大
震
災
被
災
者
支
援

　
田
植
え
祭
り

花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て
！

花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て
！

17日17日

「
ふ
れ
あ
い
毎
日
」
は
第
一
水
曜
日
が
本
来
の
発
行
日
で
す
が
、
今
月
は
７
日
が

新
聞
休
刊
日
の
た
め
、今
号
に
限
り
６
日
火
曜
日
の
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
こ
と
わ
り

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
る

う
ち
、そ
れ
は「
裏
山
」や「
命

山
」の
こ
と
だ
と
い
う
発
言
が

出
て
き
た
。裏
山
は
、人
家
の

後
ろ
の
森
林
や
高
台
の
こ
と

で
よ
く
耳
に
し
て
き
た
が
、命

山
は
私
も
初
耳
で
あ
り
、こ
の

言
葉
に
は
あ
る
種
の
衝
撃
を

受
け
た
。

　

人
家
か
ら
少
し
離
れ
る

が
、薪
の
調
達
や
堆
肥
用
の

落
ち
葉
か
き
、ま
た
茅
や
山

菜
採
り
、と
き
に
は
狩
猟
に

も
行
っ
た
山
の
こ
と
を
命
山

と
呼
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。ま
さ
に
多
様
な
生

物
・
生
命
が
私
た
ち
の
命
を

支
え
る
状
況
を
示
す
言
葉
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
よ
う

だ
。

　

こ
の「
命
山
」、千
葉
県
の

き
わ
め
て
豊
か
な
自
然
と
生

物
多
様
性
を
認
識
し
、こ
れ

と
共
存
し
て
も
た
ら
さ
れ
る

多
く
の
恵
み
を
巧
み
に
利
用

し
て
き
た
先
人
が
残
し
て
く

れ
た
も
の
で
、実
に
意
味
深
く

ま
た
素
敵
な
言
葉
と
思
う
。

世
界
語
に
な
り
つ
つ
あ
る

「SATOYAMA

」と
と
も
に
千

葉
の
誇
り
の
一
つ
と
し
て

「INOCHIYAMA

」を
学
び
、

こ
れ
を
広
く
発
信
し
、そ
の
素

晴
ら
し
い
内
実
と
と
も
に
伝

え
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

中
村
俊
彦
）

日報連 Gallery（ギャラリー）日報連 Gallery（ギャラリー）

西垣享子さん（佐倉市）

買
う
。
牛
肉
は
「
並
（
肉
）
を

１
０
０
め
（
匁
）」
な
ど
と
注

文
し
た
。

　

町
内
に
は
注
文
を
き
き
に
回

る
「
ご
用
聞
き
」
も
回
っ
て
き

た
し
、
商
品
は
自
転
車
で
直
ぐ

に
配
達
し
て
く
れ
た
。
ア
イ
ス

ボ
ッ
ク
ス
と
い
わ
れ
る
木
製
冷
蔵

庫
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
夏
場
は

面
倒
だ
が
買
い
物
は
毎
日
で
は

な
く
朝
晩
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
衛
生
状
態
も
そ
う

良
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
生
も
の

は
極
力
避
け
て
火
を
通
し
た
も

の
が
食
生
活
の
主
流
で
あ
る
。

　

鯨
の
竜
田
揚
げ
や
生
姜
の
き

い
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
焼
き
は
安

く
て
美
味
し
か
っ
た
の
で
よ
く
食

べ
た
。
月
に
数
度
、
母
が
ま
と

め
て
作
っ
て
く
れ
る
野
菜
た
っ
ぷ

り
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
も
何
杯
も
お

か
わ
り
し
、
お
腹
が
パ
ン
パ
ン
に

な
っ
た
。

　

30
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
珍

し
い
（
ハ
イ
カ
ラ
な
）
も
の
が
店

先
に
並
び
だ
す
。
ピ
ー
マ
ン
、
チ

ー
ズ
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
な
ど
な
ど
。
親

に
聞
い
て
も
食
べ
方
が
、
あ
る
い

は
食
べ
も
の
か
ど
う
か
さ
え
わ
か

ら
な
く
て
、
一
年
以
上
様
子
見
で

口
に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　

休
日
は
家
族
そ
ろ
っ
て
よ
く
デ

パ
ー
ト
に
行
っ
た
。
普
段
着
な
れ

な
い
よ
そ
ゆ
き
の
格
好
を
さ
せ
ら

れ
る
の
は
嫌
だ
っ
た
が
、
６
階
大

食
堂
に
行
く
の
が
一
番
の
楽
し
み

だ
っ
た
。
旗
と
お
も
ち
ゃ
の
つ
い

た
お
子
様
ラ
ン
チ
や
緑
色
の
ク
リ

ー
ム
ソ
ー
ダ
の
味
は
思
い
出
深
く

懐
か
し
い
。（
山
田
一
夫
）

http://dachsjp.com

ぼ
く
た
ち
の

故鈴木和雄さん

ゴヨウツツジ咲く旧那須御用邸
「平成の森」とクマガイソウ群生地

　「那須平成の森（栃木
県那須町）」は、那須御
用邸１２００㌶のうち、
約５６０㌶を０８年に開
園。栽培困難で絶滅寸前
の幻の花『クマガイソウ』
群落は、小型バスしか入
れない個人の土地に咲い
ています。

◆コース／西船橋７時・松戸８時発〈貸切バス〉クマガイソウ群落＝ 
　　　　　旧那須御用邸「平成の森」（純白のツツジ・ゴヨウツツジ
　　　　　咲く園内散策）＝八幡高原（関東最大級規模 10 万本のレン
　　　　　ゲツツジ）＝松戸＝西船橋 19 時頃着
◆昼食（お弁当）付き、添乗員同行、最少催行人員 20 名
◆申し込み／毎日新聞旅行〈ふれあい毎日〉係、 ☎ ３２～３２１６～５３４１
　　　　　    （９時 30 分～ 17 時 30 分、土曜９時 30 分～ 12 時、日祝休み）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援・東葛毎日新聞社

【Ｃ０２０５－５３】

出発日

【Ｃ０２０５－５３】

「平成の森」とクマガイソウ群生地「平成の森」とクマガイソウ群生地

旅行代金（税込み）５月24日（日帰り）

西船橋発
松戸発

8,500円8,500円５月24日（日帰り）

　

今
年
2
0
1
4
年
は
、4

年
に
一
度
の「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」が
開
催
さ
れ
る
年
で
す
。

今
回
の
舞
台
は
、日
本
と
は
地

球
の
反
対
側
に
位
置
す
る
ブ

ラ
ジ
ル
。6
月
12
日
か
ら
7

月
13
日
ま
で
、各
大
陸
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
32
カ
国
が

世
界
一
を
懸
け
て
戦
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
か
ら
参
加
す
る
日

本
代
表
と
韓
国
代
表
に
は
、

レ
イ
ソ
ル
の
選
手
た
ち
も
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ま
ず
日
本
代
表
に
は
、

F
W
工
藤
壮
人
選
手
と
D
F

鈴
木
大
輔
選
手
で
す
。工
藤

選
手
は
昨
年
か
ら
代
表
チ
ー

ム
に
定
着
し
、国
際
戦
で
2

ゴ
ー
ル
を
決
め
て
い
ま
す
。鈴

木
選
手
は
工
藤
選
手
と
と
も

に
昨
夏
の
東
ア
ジ
ア
選
手
権

を
優
勝
し
、先
月
行
わ
れ
た

日
本
代
表
候
補
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
に
招
集
さ
れ
る

な
ど
、代
表
23
選
手
の
有
力

候
補
の
ひ
と
り
で
す
。

　

そ
し
て
韓
国
代
表
に
は
、

M
F
ハ
ン 

グ
ギ
ョ
ン
選
手
と

D
F
キ
ム 

チ
ャ
ン
ス
選
手
が

昨
年
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
選
手
は
今
年
に
入
っ
て

3
月
の
親
善
試
合
･
ギ
リ

シ
ャ
代
表
戦
に
出
場
す
る
な

ど
、す
で
に
チ
ー
ム
の
主
力
選

手
と
し
て
活
躍
中
。キ
ム
選

手
は
昨
年
10
月
に
負
っ
た
骨

折
の
大
ケ
ガ
を
負
い
ま
し
た

が
、何
と
か
4
月
に
レ
イ
ソ
ル

の
戦
列
に
復
帰
。代
表
選
出

ま
で
最
後
の
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
る
日
々
で
す
。ま
た
韓
国

代
表
を
率
い
る
の
は
、レ
イ
ソ

ル
の
選
手
と
し
て
も
活
躍
し

た
ホ
ン 

ミ
ョ
ン
ボ
氏
で
も
あ

り
ま
す
。

　

日
本
代
表
発
表
は
5
月
12

日
、韓
国
代
表
発
表
も
5
月

中
旬
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
イ
ソ
ル
に
関
わ
る
彼
ら
が
、

ひ
と
り
で
も
多
く
ブ
ラ
ジ
ル

の
地
を
踏
め
る
よ
う
祈
る
ば

か
り
で
す
。

（
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

http://www.reysol.co.jp/

柏
か
ら
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
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MASARU のタロット占い
【　】… タロットカード
　★　… ラッキーカラー
http://masanimasaru.com

５月７日～６月３日 MASARU のタロット占いMASARU のタロット占い
１月　生まれ１月　生まれ

【【悪魔・正】軽はずみな不
正が思わぬトラブルに発展
する暗示。このくらい平気
だろうという油断は禁物。と
くに車や電車移動に関して
要注意。★黄色

２月　生まれ
【月・逆】年下の人と行動す
ることに漠然とした不安を
感じそうです。馴染めずに
孤立する恐れアリ。しかし、
あなたから心を開けば事態
は好転。★白

３月　生まれ
【魔術師・正】あなたのアイ
デアが賞賛されます。ただ
し、説明が足りないと理解
が追いつかない人もいる
模様。略語や専門用語の多
用には注意。★緑

４月　生まれ
【審判・正】人間関係に整理
がついて、本来親しくした
いと願っていた相手と交流
を深められる暗示。くされ
縁を絶つことが好転のきっ
かけです。★赤

５月　生まれ
【節制・逆】家庭内や仲間内
に不和のサイン。しかしこ
れはお互いの気持ちを理
解する好機となるでしょう。
恐れず本音で話し合うのが
一番です。★青

６月　生まれ
【世界・正】新たなチャンス
が到来。これまで自分の欠
点だと思い込んでいた点が
評価されて、活動の幅が広
がります。苦手意識はもう
無用です。★金

７月　生まれ
【太陽・逆】体調不安定の暗
示があります。いつも以上
に規則的な生活を心がけ
て。夜ふかしは厳禁、外食も
控えめに。梅雨前の今、整え
ておくことが開運の鍵。★朱

８月　生まれ
【星・正】理想を貫いて正解
の時期です。結果がすぐに
出なくても焦らないで。吉
報は遅れてくる暗示。不安
や愚痴を口にせず優雅に
待機して。★水色

９月　生まれ
【戦車・正】年上の人から心
配されていますが、自分の
信念を貫いた方がよい時
期。惑わされず我が道を進
んで。成果が出れば認めて
もらえます。★金

10月　生まれ
【女教皇・逆】周囲の人の感
情の機微を丁寧に扱いた
い時期。正論を言うだけで
は孤立する暗示。雑談に参
加することで幸運の鍵が見
つかります。★銀

11月　生まれ
【塔・正】人間関係のトラブ
ルに要注意。儲け話の誘い
はあてになりません。また、
裏表のありそうな人物とは
そろそろ距離を置くのが無
難です。★茶

12月　生まれ

２月　生まれ ３月　生まれ ４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ 10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ
【吊るされた男・正】誰かの
話相手になる暗示。悩みや
愚痴を聴いてあげるだけ
で、予想以上に感謝されお
礼を贈られる可能性大。人
脈も強固に。★紫

地
域
や
落
語
愛
好
家
の
憩
い

の
場
だ
。
今
月
18
日
に
は
１

４
８
回
を
迎
え
、
桂
小
文
治
、

桂
文
治
が
口
演
す
る
。

　

そ
ん
な
大
和
田
落
語
会
に

発
会
当
初
よ
り
足
を
運
ん
で

い
た
八
千
代
市
在
住
の
故
鈴

木
和
雄
さ
ん
が
、
生
前
に
書

き
遺
し
た
落
語
に
関
す
る
エ

ッ
セ
イ
で
、
同
会
の
サ
イ
ト

「
会
員
の
広
場
」
に
掲
載
さ

れ
た
98
編
を
同
落
語
会
ス
タ

ッ
フ
が
編
集
、「
私
の
落
語
の

愉
し
み
方
」
電
子
書
籍
版
と

し
て
、
ア
マ
ゾ
ンKindle

で

販
売
を
始
め
た
。

　

著
者
の
鈴
木
さ
ん
が
エ
ッ

セ
イ
を
書
き
始
め
た
の
は
70

歳
過
ぎ
で
、
78
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
会
報
誌
に
寄
稿
。
大

好
き
だ
っ
た
落
語
を
そ
の
時

代
背
景
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
紹

介
し
て
い
る
。

　

昭
和
７
年
生
ま
れ
で
小
学

生
の
頃
に
父
親
に
連
れ
ら
れ

て
寄
席
に
行
き
、
そ
の
面
白

さ
に
目
覚
め
た
。
以
来
、
寄

席
に
足
を
運
ぶ
一
方
で
ラ
ジ

オ
や
テ
ー
プ
、Ｃ
Ｄ
な
ど
で
長

年
に
わ
た
り
落
語
に
親
し
ん

で
き
た
。「
年
季
の
入
り
方

が
違
う
だ
け
に
落
語
に
対
す

る
愛
情
や
思
い
は
人
一
倍
強

い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
、
事

務
局
の
浦
野
義
朗
さ
ん
。

　

昭
和
初
期
か
ら
平
成
に
至

る
長
き
に
わ
た
り
、
落
語
を

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
鈴
木

さ
ん
の
落
語
へ
の
造
詣
の
深

さ
は
現
役
落
語
家
か
ら
も
称

賛
さ
れ
た
ほ
ど
。「
鈴
木
さ

ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
落
語
を
愛

す
る
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

た
ち
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
今
回
の
出
版
に

至
っ
た
」
と
浦
野
さ
ん
。

　

ア
マ
ゾ
ン
の
サ
イ
ト
か
ら

「
大
和
田
落
語
会
」
で
検
索
、

購
入
で
き
る
。
価
格
3
0
4

円
。
無
料
サ
ン
プ
ル
版
あ
り
。

http://www.oowada-
rakugo.com/index.html

　

大
震
災
被
災
者
支
援
の
田

植
え
祭
り
開
催
。
参
加
費
は

経
費
を
差
し
引
き
被
災
地
へ
。

さ
な
ぶ
り
は
無
農
薬
米
に
よ

る
い
ん
ば
学
舎
オ
ソ
ロ
ク
倶
楽

部
の
ご
馳
走
。５
月
17
日（
土
）

10
時
〜
。
北
総
線
印
旛
日
本

医
大
駅
前
集
合
。会
場
は
ア

カ
ガ
エ
ル
の
里
。
参
加
費
５

０
０
円
。
定
員
、
先
着
20
名
。

申
し
込
み
☎
０
９
０
〜
２
３

３
１
〜
５
１
０
４
。（
い
に
は

野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守
る
会
）

「
ふ
れ
あ
い
毎
日
」
は
第
一
水
曜
日
が
本
来
の
発
行
日
で
す
が
、
今
月
は
７
日
が

新
聞
休
刊
日
の
た
め
、今
号
に
限
り
６
日
火
曜
日
の
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
こ
と
わ
り

日本大学松戸歯学部では歯科と医科が一体となった「メディコデン
タルサイエンス」を実践している。最前線で活躍する歯科・医科のス

ペシャリストに、医療現場
の現在と未来について連
載でリポートしてもらう。

　
歯
並
び
は
作
品

　

噛
み
合
わ
せ
は
上
顎
、
下

顎
の
歯
が
ぶ
つ
か
っ
て
起
こ
る

ひ
と
つ
の
作
品
で
す
。
歯
は

通
常
は
上
下
顎
と
も
に
親
知

ら
ず
を
含
む
と
16
本
ず
つ
、

合
計
32
本
あ
る
。
し
か
し
、

私
は
学
生
の
頃
す
で
に
親
知

ら
ず
は
抜
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
み
る
と

生
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
顎
に
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
電
車
の

７
人
掛
け
の
シ
ー
ト
に
８
人

で
座
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

お
ま
け
に
ど
こ
か
は
忘
れ
た

が
１
本
は
作
ら
れ
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
っ
か
り
上
の
親
知
ら
ず

は
下
へ
、
下
の
親
知
ら
ず
は

上
へ
向
い
て
噛
み
合
え
ば
抜

か
ず
に
済
む
の
で
あ
る
。
た

だ
こ
れ
は
顎
に
生
え
て
、
親

知
ら
ず
歯
の
健
康
な
状
態
が

維
持
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
る

時
で
あ
る
。
大
昔
な
ら
硬
い

も
の
を
食
べ
た
で
あ
ろ
う
が
、

い
ま
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
噛
み
切
り

に
く
い
も
の
は
食
卓
に
は
上

が
ら
な
く
な
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
顎
の
形
も
進
化
的

退
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

多
く
の
人
は
実
際
に
機
能

し
て
い
る
歯
は
28
本
で
あ
る
。

ま
た
歯
列
び
を
治
す
矯
正
を

行
う
時
は
、
部
分
的
に
歯
を

抜
い
て
ス
ペ
ー
ス
に
み
あ
っ
た

本
数
に
人
為
的
に
す
る
こ
と

が
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

歯
は
唇
、
頬
と
舌
の
間
に
上

下
の
歯
が
引
き
合
う
よ
う
に

生
え
て
来
て
、
上
下
の
歯
が

接
触
し
た
と
こ
ろ
で
最
初
の

噛
み
合
わ
せ
が
演
出
さ
れ
る
。

　
変
化
し
て
い
く
歯
並
び

　

最
初
に
形
成
さ
れ
た
噛
み

合
わ
せ
も
年
月
と
と
も
に
、

い
や
日
々
と
言
っ
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
が
変
化
す

る
も
の
で
あ
る
。
顎
の
成
長

や
上
下
の
歯
の
擦
れ
合
い
の

よ
う
な
生
理
的
な
も
の
か
ら
、

虫
歯
や
歯
周
病
、
交
通
事
故

や
ス
ポ
ー
ツ
中
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
、

腫
瘍
切

除
手
術

に
い
た

る
ま
で

様
々
な

原
因
で

歯
の
本

数
が
変
化
す
る
と
噛
み
合
わ

せ
も
変
化
し
て
く
る
。
歯
を

一
本
二
本
と
抜
く
よ
う
な
前

二
者
に
お
い
て
は
歯
列
び
に

欠
落
を
生
じ
、
後
者
で
は
歯

の
み
な
ら
ず
顎
の
骨
ま
で
失

う
。

　
歯
を
失
う
こ
と
で
の

　
　
　
　
　
　
様
々
な
変
化

　

歯
あ
る
い
は
歯
と
顎
の
骨

の
欠
落
を
生
じ
る
と
そ
の
範

囲
が
小
さ
い
ほ
ど
最
初
は
気

に
な
ら
ず
、
不
自
由
も
感
じ

な
い
。
し
か
し
次
第
に
失
う

歯
が
増
え
範
囲
が
広
く
な
る

と
状
況
は
変
わ
っ
て
く
る
。

食
べ
た
い
も
の
が
食
べ
に
く
く

な
り
、
言
葉
が
漏
れ
、
顔
が

変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
た

と
え
一
本
の
歯
だ
っ
た
と
し
て

も
長
期
何
も
手
当
て
を
せ
ず

に
過
ご
し
て
し
ま
う
と
失
っ

た
歯
の
噛
み
合
う
歯
は
、失
っ

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

有
床
義
歯
補
綴
学
講
座

准
教
授  

飯
島  

守
雄
先
生

た
歯
の
あ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を

埋
め
る
よ
う
に
伸
び
て
く
る
。

ま
た
と
な
り
の
歯
は
失
っ
た

歯
の
方
へ
倒
れ
る
。
さ
ら
に

失
う
歯
が
多
数
に
な
り
、
歯

と
歯
の
間
が
空
い
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
変
化
が

現
れ
て
、
歯
を
失
っ
た
当
初

は
感
じ
な
か
っ
た
不
都
合
が

噛
み
合
わ
せ
の
崩
壊
に
よ
り

５
年
後
、
10
年
後
に
現
れ
て

く
る
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

☎
０
４
７
〜
３
６
０
〜
９
５

６
１

噛み合わせと歯を失うこと
医療最前線 119Drリポート
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o
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r
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~おうちでごはん~

　米を研ぎ給水させます。新玉ねぎは大きめのみじん切りにし、炊飯器
や鍋に米とともに入れます。普段より１割弱の量を減らした水、昆布、
塩を入れ普通に炊きます。米２合に対して新玉ねぎ1/2個、昆布５㌢角、
塩小さじ 1/2 程度を目安にしてください。お好みでブラックペッパーの
粒やオリーブオイルを入れて炊いても美味しいです。

遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿

　一年中いつでも出合うことの出来る野菜、玉ねぎ。様々な地域の料理に、素材、隠し味、
調味料など姿を変えながらたくさん登場します。通常、収穫後干して保存がきくようにし
て売られています。どこのご家庭でも常備野菜としてストックしてあるので
はないでしょうか。いつも日々の食事に寄り添うようにある玉ねぎですが、
今のこの時期だけは収穫してすぐの、水分豊富で辛みが少なく甘さたっぷり
の新玉ねぎを楽しむことが出来ます。
 　昨年末に玉ねぎの苗の植え付け作業に行ってきました。ふかふかな（良い
畑の土はふかふか柔らかです）土に、ひょろひょろと風が吹けば倒れてしま
うような苗を一つひとつ植えました。あの頼りない植物が数カ月後には丸々
とした玉ねぎになると思うと、栄養を与えてくれた土の力の偉大さに驚きます。
 　スライスして生のまま醤油や鰹節、ドレッシングをかけて食べるもは新た
まねぎならではですが、加熱してさらなる甘みとみずみずしいうまみを楽し
む料理はいかがでしょうか。シンプルですが、新玉ねぎの味わいが引き立ち
ます。 

新玉ねぎの炊き込みご飯新玉ねぎの炊き込みご飯

『新玉ねぎ』『新玉ねぎ』

　

5
月
18
日
は
千
葉
県
里
山

の
日
、こ
れ
は
平
成
15
年
に
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
た
第
54
回

全
国
植
樹
祭
を
記
念
す
る
日

で
あ
り
、同
時
に
日
本
初
、い

や
世
界
初
と
な
る
、里
山
の

豊
か
な
自
然
環
境
と
人
々
と

の
か
か
わ
り
を
尊
重
し
、こ
れ

を
保
全
・
活
用
す
る「
里
山
条

例
：
千
葉
県
里
山
の
保
全
、

整
備
及
び
活
用
の
促
進
に
関

す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
た

日
で
も
あ
る
。

　

千
葉
県
で
は
毎
年
こ
の
日

の
前
後
に
里
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。今

年
は
同
日
、君
津
市
で
第
11

83

千
葉
県
里
山
の
日
に
学
ぶ「
命
山
」

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
る

う
ち
、そ
れ
は「
裏
山
」や「
命

山
」の
こ
と
だ
と
い
う
発
言
が

出
て
き
た
。裏
山
は
、人
家
の

後
ろ
の
森
林
や
高
台
の
こ
と

で
よ
く
耳
に
し
て
き
た
が
、命

山
は
私
も
初
耳
で
あ
り
、こ
の

言
葉
に
は
あ
る
種
の
衝
撃
を

受
け
た
。

　

人
家
か
ら
少
し
離
れ
る

が
、薪
の
調
達
や
堆
肥
用
の

落
ち
葉
か
き
、ま
た
茅
や
山

菜
採
り
、と
き
に
は
狩
猟
に

も
行
っ
た
山
の
こ
と
を
命
山

回
目
が
開
催
さ
れ
る
。こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
の

な
か
で
君
津
市
の
里
山
が
話

題
に
な
っ
た
。地
元
の
方
々

は
、最
初
、里
山
は
何
を
意
味

す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、い
ろ
い
ろ

と
呼
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。ま
さ
に
多
様
な
生

物
・
生
命
が
私
た
ち
の
命
を

支
え
る
状
況
を
示
す
言
葉
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
よ
う

だ
。

　

こ
の「
命
山
」、千
葉
県
の

き
わ
め
て
豊
か
な
自
然
と
生

物
多
様
性
を
認
識
し
、こ
れ

と
共
存
し
て
も
た
ら
さ
れ
る

多
く
の
恵
み
を
巧
み
に
利
用

し
て
き
た
先
人
が
残
し
て
く

れ
た
も
の
で
、実
に
意
味
深
く

ま
た
素
敵
な
言
葉
と
思
う
。

世
界
語
に
な
り
つ
つ
あ
る

「SATOYAMA

」と
と
も
に
千

葉
の
誇
り
の
一
つ
と
し
て

「INOCHIYAMA

」を
学
び
、

こ
れ
を
広
く
発
信
し
、そ
の
素

晴
ら
し
い
内
実
と
と
も
に
伝

え
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

中
村
俊
彦
）

い
の
ち
や
ま

【
講
評
】　

お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
を
飲
む
赤
ち
ゃ
ん
。

レ
ン
ズ
を
見
つ
め
る
目
は
澄
ん
で
い
て
美
し
く
、
そ

の
眼
力
こ
そ
が
こ
の
写
真
の
強
み
だ
。
プ
リ
ン
ト
上

の
人
物
に
、
鑑
賞
者
が
逆
に
見
つ
め
ら
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
感
覚
。
乳
児
の
体
を
そ
っ
と
抱
く
母
親
の

手
に
も
愛
情
を
感
じ
る
。（
日
報
連
・
内
林
克
行
）
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西垣享子さん（佐倉市）毎
日
新
聞
船
橋
支
局
で
写
真
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開
催
中
！　
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わ
が
家
は
伝
統
的
な
ご
飯
食

だ
っ
た
。
朝
は
温
か
い
味
噌
汁
、

ご
飯
と
味
付
け
海
苔
、
お
か
ず

は
昨
夜
の
残
り
も
の
を
食
べ
て
健

や
か
に
育
っ
た
。
焼
き
海
苔
で
は

な
く
甘
辛
い
味
付
け
海
苔
は
関

西
で
は
朝
の
定
番
。

　

食
品
ス
ー
パ
ー
は
無
か
っ
た
の

で
、
買
い
物
は
近
所
の
八
百
屋

や
肉
屋
、
魚
屋
に
行
っ
た
。
当

時
は
尺
貫
法
の
量
り
売
り
で
、

重
さ
の
単
位
は
グ
ラ
ム
で
な
く

「
匁
（
も
ん
め
）」、
容
量
は
リ
ッ

ト
ル
で
な
く
「
合
・
升
」
な
ど

だ
っ
た
。
醤
油
、
米
だ
け
で
な

く
肉
や
味
噌
も
量
っ
て
も
ら
っ
て

買
う
。
牛
肉
は
「
並
（
肉
）
を

１
０
０
め
（
匁
）」
な
ど
と
注

文
し
た
。

　

町
内
に
は
注
文
を
き
き
に
回

る
「
ご
用
聞
き
」
も
回
っ
て
き

た
し
、
商
品
は
自
転
車
で
直
ぐ

に
配
達
し
て
く
れ
た
。
ア
イ
ス

ボ
ッ
ク
ス
と
い
わ
れ
る
木
製
冷
蔵

庫
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
夏
場
は

面
倒
だ
が
買
い
物
は
毎
日
で
は

な
く
朝
晩
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
衛
生
状
態
も
そ
う

良
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
生
も
の

は
極
力
避
け
て
火
を
通
し
た
も

の
が
食
生
活
の
主
流
で
あ
る
。

　

鯨
の
竜
田
揚
げ
や
生
姜
の
き

い
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
焼
き
は
安

く
て
美
味
し
か
っ
た
の
で
よ
く
食

べ
た
。
月
に
数
度
、
母
が
ま
と

め
て
作
っ
て
く
れ
る
野
菜
た
っ
ぷ

り
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
も
何
杯
も
お

か
わ
り
し
、
お
腹
が
パ
ン
パ
ン
に

な
っ
た
。

　

30
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
珍

し
い
（
ハ
イ
カ
ラ
な
）
も
の
が
店

先
に
並
び
だ
す
。
ピ
ー
マ
ン
、
チ

ー
ズ
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
な
ど
な
ど
。
親

に
聞
い
て
も
食
べ
方
が
、
あ
る
い

は
食
べ
も
の
か
ど
う
か
さ
え
わ
か

ら
な
く
て
、
一
年
以
上
様
子
見
で

口
に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　

休
日
は
家
族
そ
ろ
っ
て
よ
く
デ

パ
ー
ト
に
行
っ
た
。
普
段
着
な
れ

な
い
よ
そ
ゆ
き
の
格
好
を
さ
せ
ら

れ
る
の
は
嫌
だ
っ
た
が
、
６
階
大

食
堂
に
行
く
の
が
一
番
の
楽
し
み

だ
っ
た
。
旗
と
お
も
ち
ゃ
の
つ
い

た
お
子
様
ラ
ン
チ
や
緑
色
の
ク
リ

ー
ム
ソ
ー
ダ
の
味
は
思
い
出
深
く

懐
か
し
い
。（
山
田
一
夫
）

http://dachsjp.com
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